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去る日の金星掩蔽観測
山　本噛清
　本誌第81號に上田理學士が書かれた通り，去る12月15日の早朝に金星が
B．D．一1103736ε言ふ一恒星を掩ふ現象があっナこ．木星が恒星を掩薇するこ
ミは豊年一度ぐらゐある事であるが，金星の場合は可なり珍らしい．しか
も此度の金星掩蔽は，時刻の都合上，日本支那あたりからジャブ，スマFう
までの，「極東」地方でのみ見えるものであっナこ．何ミかして盛れを観測し
ナこい葛吾々はかねてから待ち望んでみた。
　遊星が恒星を掩ふ現象を観察する目的はいろ団々ある．現象の性質が日
食や月蝕霊同じだから，掩蔽の始め終りの正しい時刻を観測して，遊星の
精密な天球位置を知る材料Eするこεは最も重要な仕事の一つであるが，
爾ほ其のほかに，恒星が蓮星像に潜入する時，及び，脱出する時には，遊
星をっΣむ雰園氣の事情によって，恒星の光りが強弱いろ準々に愛化し，
叉，其の恒星の色なさも憂化して見える筈であるから，此等をよく齪察す
るミ，遊星の雰園氣の状態に嘉し，可なり的確な知識が得られるわけであ
る．一金星の雰園氣については，（以前の事は言はないNSしても，）過去
ト6年間，昏睡Wilson山，同：Lowe11，又，印度Kodaikanal等の天文
學飯間に酸素の有無や，一般雰園氣の厚さなさに關して種々の論雫があっ
たのであるから今回の掩薇現象を見て，何等かの新しい研究材料を得ら
れるかも知れないS思はれた．「Sにも，かくにも，此の掩蔽を見たいもの
である」ミ，吾々は望んだ．
　ミころが，十二月中旬が近づくにつれ，天産の事が氣になつtc，　．いよ戸
々15日の前日，朝から幾度も測候所へ電話をかけて，氣塵配置なさを聞い
て見るS，14日の午前6時には支那の山東牛島に低氣歴があって，其れが
東進しつN，朝鮮を横蜥して日本海に出るだらうεの豫想であっナこが，之
れに封して本州には可なりの高氣厘iがあるから，低氣厘iの遽度は飴り速か
らす，結局，14日の夜から15日の午前中は九州PJ東の土地が概ね曇天で，
雨も少しは降る見込みらしかった．こんな天氣豫報なので，京都大學天文
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皇では，皆々天氣を非常に氣つかひ，殆んき観測の望みは無から3霊断念
する人もあった・自分は多少σ）望みを持ってゐteが，しかし，此の際京都
での観測を他の人々に譲って置いて，自分は倉敷に行かうyC・M心した．京
都に居て，皆が同様に曇られるよりも，離れて居れば，何れかの土地で
ごく一・時的な晴天に恵まれないεも限らないS思ったからである，それで
自分は14日の正午に岡山の水野幹事ミ，倉敷の原名碁皇嗣ミに電報を打ち，1
一方に於いて汽車の時間を研究した末，クロノメーターを持って，いよ々
々同日午後9時40分獲の牛急行に乗った・乗車した頃，室は暗れて，南に
木星が強く輝やいてるた・10時…から癌i墓に入ったが，（15日）午前3時には
「岡山で御座います」E言って早やボーイに起された．此所から水野民が同
車される．
　午前3時4≧，自分等は倉敷に下車したが，其の時，室一面は曇りで，小
雨さへ降ってみた．「何だか縁起が悪いですネ．しかしマア天文毫へ行きま
せう」ミ言ひながら，深夜の街路を歩いナこ．4時前天文皇に着いて，癒接
室に腰を下しナこが，室は何εも豫想がつかない．しかし雨は止み，薄雲の
間から月の光がボンヤリS見えるやうになって來たのに多少の氣休めもあ
った．「未だ掩蔽までは一時間以上もあるのだから…………」な：きミ言ひな
がら，晩茶をすsつてみるうち，4時過ぎから雲の切れ目が大きくなって
四々有望になって來ナこので，皆，元氣付いた．燧に午前5時頃から南西の
低い空に星が見え始め，此の雲の切れ目が，折からの西風に途られて，金
星の輝やく束々南の方へ流れて行った．5時10分頃にはいよ順々金星が雲
間からチラホラ見えるやうになつナこ．そこで大急ぎ観測室の屋根を開き，
32センチ望還鏡の調節をやる．時々見える金星によって望遠鏡の狙ひε焦
鮎は定まったが，さうも雲片の往來が繁くて，少しも落ち付いて観察が出
來ない．一其のうちに時刻も迫って，もはや潜入時刻も過ぎた！今は只
金星の暗豫から出現する恒星を見るこSのみを待つナこが，塗に其の時も，
雲に妨げられた．「あX賢聖休す！」ε思ひ諦めつN，倫ほ望還鏡の覗野の
中を注回してみるミ，急に雲切れが大きく開いて，金星の明るい光りが税
野中にまぶしく輝やき始めナこ．時に5時38分．「もはや恒星が金星の背後
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から出現して二つた筈だが…・・…・」ε思ひつ、金星の下方をよく観るミ，
明るい視野の中に誠にかすかな一微星が實に弱々しく光ってゐナニ．（自分は
此の時，かって米油ヤーキース天文皇の大「40吋」望遠鏡で，シリウスの俘
星を見た時の印象を思ひ起し江）6等星εは言ひながら，「一4J等級の金星
の傍では其れが如何に見難いものであるかがわかる。この時，望遠鏡には
200倍のアイピースが用ゐられてあっナこ．其れから，自分はいろ々々アイ
ピースを取り替へて，金星の傍らの此の恒星の見える程度を試験したが，
結局，600倍の倍牽で以って，恒星の光りが最もよく見えるこ言が知れナこ．
　卜うして一通りの試験をしてみるうちに，星は金星からだん々々離れて
行く一一一一rtの速さの速いこSも，高倍寧では誠に鮮やかである．此の襟乎
では，室が晴れて居れば掩蔽の始め終りの時刻なさ，殆んさ5－6秒の程度
まで決定するこSが出來るだらうミ思はれた．
　試験のすんだ後，水野氏其の他の人々に此の珍らしい室の現象を見せた。
室は野々よく晴れて，低い地李を除けば，全天殆んさ雲が見えない．「此の
晴れが今二三十分早やければ好かったに」霊残念がつナこ．一ごころが，
6時頃からは叉厚い雲が西から湧いて來て，暫くの後には天全腱が元のま
、の噌黒に蹄って了つナこ！
　それから，自分等は6時孕に原氏の宅を一寸訪ねた後，7時16分護の汽
車で餓東しナこ．一自分は午後3時京都大學に滞り，人々に聞いて見れば
京都では雨天で，三野は全く無望であったミいふ．一一して見るε，自分
は倉敷へ行って，目的の掩蔽観測は出來なかったけれ曹，僅かの晴れ間に
や行ったいろいろの試験は，貴い経験であった．此の時に得ナこ経験から言へ
ば
　「1）金星掩蔽を観測するのに，望遠鏡の倍率が非常に大切なものであ
　　　る．
　（2）界層時刻の観測には少なくεも300倍，殊に輝やいた遊星蓬豫で
　　　の出入を見るためには500倍を必要Sする．
　（3）掩薇の物理観測（恒星の光度や色の愛化を見る）には60D倍を必要
　　　εする．
　（4）要するに問題は，金星の光輝のglareである．故に之れに打ち勝
　　　つためには，高倍率ミ共に，望遠鏡の口径の大きいのが必要である
　（5）此の種の観測に，10センチ以下の望四鏡は全く落第である．：（況ん
　　　や双眼鏡をや）
　（6）掩蔽時刻は可なの精密に測定し得る見込みがある．（終）
